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令和５年（１月～１２月）における救急概況 
※ 本統計中の全ての表・図における合計値は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。 

1 救急出場状況 

    令和５年中の救急出場件数は１８,６９４件で、前年と比べて１６９件増加している。こ

れは、１日平均５１件（２８分に１件）の割合で救急車が出場していることになる。 

搬送人員は１６,９９５人で、前年と比べて７４７人増加している。（第１図） 

 

第１図 救急出場状況 
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２ 月別出場件数 

救急出場件数を月別でみると、８月が１,８５９件で最も多く、次いで７月が１,８００

件、１２月が１,７４５件の順となっている。（第２図） 

 

（件）             第２図 月別出場件数 
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３ 事故別出場状況 

救急出場件数を事故種別ごとにみると、急病が１２,５５１件、一般負傷が３,２５６件、

交通事故が１,１９４件の順となり、これら３種別で全体の９１％を占めている。（第３図） 

 

第３図 事故別出場状況 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢区分別搬送状況 

搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が１０,６７２人で全体の６３％を占めており、 

成人が４,６１８人、乳幼児が１,０７０人、少年が６２７人、新生児が８人の順となって

いる。（第４図）（注１） 

 

第４図 年齢区分別搬送状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 

新生児：生後28日以下 

乳幼児：生後29日以上6歳以下 

少 年：7歳以上17歳以下 

成 人：18歳以上64歳以下 

高齢者：65歳以上 

※ その他の件数は、転院搬送、労働災害、

自損行為、加害等の合計である。 
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５ 診療科目及び管内外別搬送状況 

搬送人員を診療科目別にみると、内科が５,０００人、脳神経外科が２,７１７人、整

形外科が２,５４１人の順となっている。 

搬送先医療機関については、全体の７３％を市内へ、２７％を市外へ搬送している。 

（第１表） 

 

第１表 診療科目及び管内外別搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 傷病程度別搬送人員状況 

搬送人員の内訳を傷病程度別にみると、軽症が１１,７７５人、中等症が４,８２３人、

重症が１４１人などとなっている。（第５図）（注２） 

 

第５図 傷病程度別搬送人員状況 

 

 

   

 

 

 

  

   

  

    

   

 

 

 八尾市内 八尾市外 合計(人) 

内  科 ３,９６８ １,０３２ ５,０００ 

循環器科 ９７１ ３１３ １,２８４ 

呼吸器科 １,１８８ ４７５ １,６６３ 

小児科 ４１８ ６５４ １,０７２ 

外  科 ３１１ ２１７ ５２８ 

整形外科 ２,０４５ ４９６ ２,５４１ 

脳神経外科 １,９１３ ８０４ ２,７１７ 

産婦人科 ３６ １０５ １４１ 

泌尿器科 ２０５ ９２ ２９７ 

神経内科 １,１３４ ２７８ １,４１２ 

その他 １８０ １６０ ３４０ 

合  計 １２,３６９ ４,６２６ １６,９９５ 

（注２） 

死   亡：初診時に死亡が確認されたもの 

重   症：傷病の程度が３週間以上の入院 

 加療を必要とするもの 

中 等 症：傷病の程度が重症または軽症以 

 外のもの 

軽   症：傷病の程度が入院加療を要しな 

 いもの 

搬送人員 

１６,９９５人 

※ 上記表中の「その他」とは、上記診療科目以外の全てのものをいう。 



７ 応急手当の普及啓発活動  

救急車の要請から現場に到着するまでの時間は、約８.９分である。 

      救急車が現場に到着するまでの間、救急現場近くの住民等による応急手当が適切に実

施されれば、大きな救命効果が得られる。 

消防本部では心肺蘇生法の普及啓発活動を積極的に推進している。（第２表） 

 

 

第２表 令和５年中普及啓発活動状況 

区分 

講習会名 

開催回数 

（回） 

受講人数 

（人） 
講習内容 

普通救命講習Ⅰ ３０ ５５５ 心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の３時間講習 

普通救命講習Ⅱ ０ ０ 
普通救命講習Ⅰの内容に実技試験及び筆記試験を加えた

４時間講習 

普通救命講習Ⅲ ５ １０４ 
心肺蘇生法（主に小児・乳児・新生児）・ＡＥＤ・止血

法の３時間講習 

上級救命講習 ２ ２３ 

普通救命講習の内容に加え小児・乳児の心肺蘇生法、外

傷の手当法の訓練を実施した後、実技試験及び筆記試験

を行う８時間講習 

応急手当訓練 ８４ ２,９０９ ３時間に満たない心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の講習 

計 １２１ ３,５９１  

   

 

〈参考〉 

消防本部では、ご自宅や仕事場でも応急手当を学んで頂けるよう、動画「ＷＥＢ自主防災（心肺

蘇生法とＡＥＤの使用方法）」を作成し、YouTube八尾市公式チャンネルで公開しています。 

 

 

【動画イメージ】              【動画ＱＲコード】 

       


